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国立民族学博物館助教授　久 保 正 敏

オ ーストラリア ・アボリジニの現在

アボリジニの起源

　 「国際先住民年」である今年,オ ース トラ

リア大陸の先住民で あるアボ リジニに対す る

関心が高まっている。彼 らは,濃 褐色の皮膚,

黒い波状の頭髪,多 毛,眼 窩上の隆起,広 鼻,

大 きな 口,小 さな顔面角な どの特徴的な形質

を持 ち,オ ース トラロイ ド(人 種)と 呼ばれ

る。古人骨の発掘例は大陸南部の ものが多 く,

マンゴ湖の人 骨(ニ ューサ ウス ウェール ズ

州)の3万 年前,ア パー ・スワン河遺跡(西

オース トラリア州)の3.8万 年前などが古い。

そのため,約5万 年前,海 面水位が低下 した

氷河期に,東 南アジア方面から島伝いに簡便

な舟や 筏に乗 って大陸北岸に渡来 し,海 岸沿

いに移動 して南部の湿潤地域か ら大陸内部に

浸透 していったと考えられる。

現在のアボリジニ

　 1788年,イ ギ リスの植民地化によって白人 と

の接触が始まった。それ以前は,約30万 人が多

様な環境 に適応 して500以 上の部族 と言語集団を

作 り,狩 猟採集生活を送っていた。 しか し,接 触

が もた らした伝染病,阿 片,生 活環境の劣化,白

人に よる殺戮 な どにより人 口は激減,1921年 に

は約6万 人 とな り,絶 滅が予測されるに至った。

その後の政府の保護政策などにより,現在は約23

万人に回復 したが,オ ース トラ リア総人 口の約

1.4%に 過ぎない。

　現在で も伝統的な狩猟採集文化を残 しているの

は,白 人の入植が遅れた中央砂漠地域や北部の

アーネ ムラン ドの大保護区など,ノ ーザンテリト

リー準州等に住む約2万 人に過ぎず,ア ボ リジニ

人口の約80%は 東部の都市地域で生活している。

最近邦訳が出版 されたサ リー ・モーガン著 『マイ

プレイス』に描かれているよ うに,ア ボ リジニの

出身を隠 して生きる都市混血アボ リジニも数多 く,

アボリジニ領

図　アボリジナル ・オース トラリア

「オーストラリア ・アボリジニ　狩人と精霊の五万年」

(産経新聞大阪本社刊)よ り
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未だ根強い差別や偏見にさらされて社会の下層に

いるのが,大 多数のアボ リジニの現実である。

　先住民への差別意識が残るその一方で,オ ース

トラリア建国200年 にあたる1988年 頃から,白

人たちの間に,宗 主国イギ リス(オ ース トラリア

はエ リザベ ス女王 を君主 に戴 く立憲君主国で あ

る)か らの離脱を模索する機運が広まり,そ の中

でオース トラリアのアイデンティティの一つとし

て,ア ボ リジニ文化への注 目が強まってきた。

　アボ リジニにとっては侵略200年 に他な らない

建国200年 は,都 市に住む混血アボ リジニの民族

意識 を高めるきっかけとなった。混血 と混住が進

んで形質的にも文化的にも白人に近 くなってしま

った自分達のアイデンティティを取 り戻そ うと,

伝統文化を学ぶためにアーネムラン ドを訪れるな

ど,彼 らは先住民の子孫であることに誇 りを持 ち

始めた。その中で,伝 統文化や白人文化 とは異な

る第三の文化,い うな らば 「都市アボ リジニ文

化」が生まれつつあり,絵 画やダ ンスなど芸術の

分野で注目を集めている。
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簡素な物質文化

　都市アボ リジニが憧憬する伝統文化は,狩 猟採

集 とい う生業スタイルによって特徴付け られる。

私が調査 したアーネムラン ドの生活ぶ りを述べて

みよう。彼 らの生活は定住性が弱 く,一 定の領域

内で血縁者を中心 とする30～40人 のバン ドと呼

ばれる集団を作 り,狩 猟,採 集,漁 労などを行っ

ている。カンガルーやポ ッサムなどの有袋類,ゴ

アナや カメな どの爬虫類,鳥 類,魚 類,貝 類,堅

果類,種 子,根 茎類などを環境に応 じて広 く食用

にする。基本的には,男 が狩猟や漁労,女 が採集

を分担する。食料獲得は主に男が担っていたと考

えられがちであるが,実 際には女の採集活動の方

が定常的に栄養価の大部分を提供 していた。

　狩猟具 としてはヤ リやブーメランが用い られた

が,世 界の他の地域 と異な り,弓 矢は使われなか

った。狩猟や採集の生産性を高めるために,森 林

に火を放つ習慣がある。漁労 については,釣 り具,

魚網,ヤ スやモ リなどを用いる狩猟的な漁法の他

に,梁(ヤ ナ)や 笙(ウ ケ)を 用いる漁法 も地域

によって発達 している。

　移動性の高い生活スタイル を維持するために生

活用具の点数を抑えるな ど,物 質文化は至 って簡

素で ある。用具類 も手近の素材から作 り出し,ま

た,ブ ーメランをシャベルや木槌 として も多目的

に用いる,と いった工夫の才に富む点は,資 源浪

費型の西欧文化に対するアンチテーゼ といえる。

　 とはい うものの,現 在で もこうした生活スタイ

ルが固守されているわけではない。政府の保護政

策によって町への集住が促進され,貨 幣経済も浸

透 しているため,狩 猟採集はマーケ ットで購買す

る食料を補佐するに過ぎない。その方法 も,銃,

四輪駆動車,モ ーターボー トを用い,無 線電話で

連絡 しつつ獲物を追 う近代的なものに変わってい

る。伝統的狩猟技術も忘れられつつあり,若 者に

どう伝承するかが論議 されるほどである。

豊かな精神文化

簡素であった物質文化はこのように変容しつつ
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あるが,豊 かな精神文化は,現 在で も伝統的アボ

リジニ文化のバックボーンを成す。彼 らの精神世

界を理解する鍵は 「ドリー ミング」の概念である。

　アボリジニの神話によれば,世 界の全ては精霊

たちによって創造された。この創世期をアボ リジ

ニは ドリームの時代 と呼ぶ。精霊たちは旅を しつ

っ先々で土地を作 り,大 小様々なグループに,狩

猟採集の技術や儀礼の方法,法 律,文 化を教え,

土地を与えたので,そ れぞれのグループの神聖な

祖先 と見なされる。精霊たちは変幻 自在で,ワ ニ

やスイ レンなど,そ の地域に見 られ る動植物,星,

雷な どの自然物の姿に変身 してそれ らの祖先 とな

った。特定集団に結びついて信仰の対象 となる動

植物や事物は トーテムと呼ばれるが,ア ボリジニ

各グループの祖先である精霊 もトーテムといえる。

　 ドリームの時代の後,精 霊たちは姿を見せるこ

とはなくなったが,今 でも夢を通 して人間にメッ

セージを送 り続 けているとい う。夢を見ることは,

精霊たちとのチャネ リングなのである。夢の中で

対話できる精霊,お よびそれにまつわる物語が ド

リー ミング と呼ばれるのは,こ の理由による。

　精霊たちには,広 い地域に共通な超越的カ ミも

居れば,特 定グループに結びつ くトーテムもある。

前者の代表は,オ ース トラリア全域で伝承されて

いる 「虹ヘビ」である。黒雲を起 こし雨を降 らせ,

雨上が りの空で虹の姿を装 う。このように,虹 ヘ

ビは雨や水源 と結び付 けられ,そ れが もた らす豊

饒 ・自然の創造力を象徴する と同時に,洪 水など

の強大な破壊力をも象徴 し,恵 み と厄災の両義性

を持つ。虹ヘビはまた,死 と再生 をも象徴する。

このような訳で,虹 ヘビは豊饒儀礼,成 人儀礼,

葬礼などで祭 られる主要なカミである。

　アボ リジニ神話は祖先精霊たちの活躍や事件を

語 り,動 植物の起源,文 化の起源 を説明する。神

話の舞台 となった土地は,そ の精霊を トーテム と

す るク ラン(氏 族)に とっての聖地である。 ド

リーム時代の出来事は,儀 礼で歌や踊 りによって

再演され,木 皮画などの芸術で再現される。 こう

して,祖 先精霊たちの偉業を讃 えると同時に,そ

れ らの力を解き放 ち,ク ランの繁栄,食 料 となる



動植物の豊饒を願 う。アボ リジニ社会 における儀

式,芸 能,芸 術はすべて,精 霊の超能力を呼び出

すための儀礼的意味を持つ一体の行為なのである。

　各クランの神話,歌,踊 り,儀 式の用具,絵 画

のデザインは,ト ーテムたる精霊か ら代々伝承さ

れた ものであるか ら,ク ランに固有であ り,ア イ

デンティティ と強 く結びついている。様々な芸術

作品は祖先の力の物理的な 「啓示」であると同時

に,そ の作者の土地に対する所有権の表 明で もあ

るか ら,神 話に関係す る芸術作品を制作できるの

は年長男性 に限られる。しか し,貨 幣経済の浸透

とともに,作 品が土産物や美術品 として市場で取

引され るようにな り,男 性の許可の下,芸 術商品

の制作には女性も参画するようになってきた。

複雑な親族組織

　アボ リジニ伝統文化のもう一つの特徴は,民 族

学者が 「親族組織王国の怪物」 と呼ぶほど複雑な

親族組織である。まず,す べての人間は半族 と呼

ばれるグループに二分 される。子供は父親 と同じ

半族に属 し,女 子は自分の属するの とは異なる半

族の男性 と結婚する。すなわち,子 供が父親側の

親族に属する点で 「父系制」であ り,半 族問で婚

姻 をかわすので 「外婚制」である。それぞれの半

族 には複数のクランが存在する。各クランは,固

有の言語,祖 先精霊,神 話,儀 礼,芸 術を持つ。

　婚姻規則は,「 母方交叉イ トコ婚」(あ る男は自

分の母親の兄弟の娘 と結婚する)を 基本 としたも

のである。まず,各 クランは系譜的世代 と呼ばれ

るグループに分け られ る。2グ ループに分けるセ

クシ ョン制,4グ ループに分けるサブセクション

制,が 存在する。半族の区分 も含めると,セ クシ

ョン制では四つ,サ ブセクシ ョン制では八つのグ

ループがあ り,そ れ らの間での婚姻規則が定め ら

れている。世代の呼称,親 族呼称,婚 姻が許 され

る組み合わせ規則な どは,地 域 によって異なり,

民族学者によって分類 されている。極めて整然 と

した これ らの規則も,繰 り返 し適用すれば人口が

減少する恐れがある。婚姻規則は 「たてまえ」で

あ り,完 全に守られているわけではないようだ。

一3一

人権と土地権の回復運動

　白人の入植以降,ア ボ リジニのたどった歴史は

悲惨なものであった。開拓の障害 となるアボリジ

ニは追い払われ,抵 抗すれば殺獄 された。アボ リ

ジニは 「粗野,野 蛮,無 道徳」であ り,人 間より

も害獣に近い存在 とみな された。ゴール ドラッシ

ュが始まった1860年 代 にアボ リジニは急減 し,

それを見た白人側は保護区を設定 してアボ リジニ

を隔離し,安 らかな絶滅に至 らしめようと考えた。

　 しか し,20世 紀に入 って,キ リス ト教会が教

化活動を始め,保 護区の悲惨 さを訴えるようにな
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 み

った。第2次 世界大戦を経て,国 際社会か らの非

難を受けた政府は 「同化政策」へ と方針転換す る。

それまでの保護 ・隔離政策の時代に比べ,ア ボ リ

ジニは一定の自由を得たが,そ れは自文化を捨て,

白人文化への帰依を条件としたものであった。

　 1960年 代 中頃か ら,異 義申 し立ての世界 的潮

流 と連動 して人権回復や土地権運動が盛んにな り,

それ を受けた1967年 の国民投票で ようや くアボ

リジニはオース トラ リア市民権を得た。アーネム

ラン ドでは,町 での集住政策に対抗 し,ク ランの

聖地へ帰 って村を作る 「ア ウ トステーシ ョン運

動」も沸き起 こった。1972年 に登場 した労働党

政権は,対 アボ リジニ政策を 「自己決定政策」に

改め,神 話に根ざすアボ リジニ独特の土地観を配

慮 した土地所有権を認める方 向に転換 した。また,

悪名高い 「白豪主義」 と決別 し,「 多文化主義」

を標榜 した。1975年 に登場 した保守連合政権 も

この政策を引 き継ぎ,1976年 にはノーザンテ リ

トリー準州のアボリジニに土地権を認める法律 を

制定 した。

　昨1992年6月,連 邦最高裁判所は画期的な判

決を下 し,オ ース トラリア大陸の本来の所有者が

アボ リジニであ ることを認めた。 この 「マボ判

決」 によって,今 後アボ リジニの権利回復は一層

進むだろう。 しかし,そ の道は未だ険 しく,互 い

を尊重 しなが ら異文化の共存できる道を模索する

努力が,ア ボ リジニ と白人双方に求められている

のである。
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